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１．はじめに

松下幸之助（以下、幸之助）は世界観（宇宙

観および人間観）の形成にあたって、さまざまな
ヒトやモノから影響を受けた。その「さまざま」
を、因数分解のようにはっきりと解きほぐせな
いのが、幸之助の世界観の厄介なところである。
本人が世界観の由来を語っていないからであ
る。しかし、非学術的文献を含めた多くの論考
はこれまで、そうした由来の解釈を試み、たと
えば、幸之助がその生い立ちにおいて出会った

人々から学んだことや、商売のイロハを身につ
けた大阪（とくに船場）の商業文化・伝統、仏
教や神道など接した宗教、新聞・雑誌やラジオ
などの大衆メディア――などをあげてきた。筆
者もそのひとつとして、昭和初期から 1950 年

代前半まで幸之助は宗教団体「生長の家」関係
者と私的交流があり、同教の世界観の影響を強
く受けていると指摘したことがある（1）。

しかし、このような他者からの影響を論じる
ことは、幸之助の世界観を理解する一助となる
半面、幸之助が世界観を構築する主体性という
側面を曇らせてしまいかねない。幸之助にかぎ
らずだれであろうと、人生で出会ったヒト・モ
ノすべてから大きな影響を受けるわけではなく、
取捨選択という作業を、意識的のみならず無意
識のうちにでも行っている。松下幸之助という
人物の個性は、そのような主体的な取捨選択の
結果として浮かび上がってくるのである。

取捨選択の規準は一般に、生涯不変ではな
いものの、そう簡単にぶれるものでもない。と
くに規準の根幹を構成している観念は、往々に
して理屈にもとづく次元を超え、信念とでもよ
ぶべきものである。幸之助の場合、そのような
信念のなかでも、自身の健康観（あるいはその

裏の「病気観」）が確固たるものとして存在した
のではないかと、筆者は考えている。というの
も、病気がちであったからこそ、生きる力の源
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いた。だから、これほどまでに長生きでき

るとは思いもよらなかったことで、まことに

ありがたいことと言うほかはない。（2）

1986（昭和 61）年 7 月、幸之助の亡くなる 3
年ほど前の文章である。90 年をこえる長い人
生を振り返り、実業界での成功ではなく、「肺
尖カタル」（結核の初期症状）の話から始めたと
いうことは、それだけこの病の経験が幸之助の
記憶に強く刻み込まれていたことを物語ってい
る。なお、本稿では以降、幸之助の「肺尖カタ
ル」のことを、とくにその病名を強調しないか
ぎり、たんに「結核」と記す。

発症とその後の生活の変化
幸之助によると（3）、大阪電燈に勤務していた

18 歳のころ、浜寺（大阪府堺市）での海水浴か
らの帰り、血

けっ

痰
たん

を吐いた。医者は肺尖カタルと
診断し、帰郷してしばらく養生しろという。し
かし、両親がすでに亡くなっており、幸之助に
帰るところはない。大阪電燈で幸之助は日給制
の職工だったので、生活するには長期休暇をと
るわけにもいかない。やむを得ず、3 日ほど勤
務しては 1日休むというかたちで仕事を続けた
という。

死を覚悟した。しかし、どういうわけか、病
状が悪化しない。1 年少したつと、勤務を休む
日数も次第に減ってきた。その一方で、養生す
るには嫁が必要だと姉に日ごろからいわれてお
り、1915（大正 4）年、20 歳のときに 19 歳の井
植むめのと結婚する。結婚前に、結核のことは、
むめのに話さなかったという。

幸之助はそのころ、自分の健康状態を考える
と、生活を維持するにはなかなか休めない日給
の仕事を続けるのは不安であるとの理由から、
大阪電燈を辞めて独立したいという思いを強く
する（4）。そして、結婚の約 2 年後に実際、独立
して事業を立ち上げる。「不健康またけっこう
なり（5）」という幸之助のことばは主に、仕事を
他人に任せることの効用という文脈で用いられ

や、健康が脅かされる不運などについて、深く
考えたり、あるいはじかに身体で感じ取ったり
していた可能性が高いからである。また、20 歳
の成人になる前にすでに両親と 5 人の兄姉を
失っているという、あまりにも悲しい現実もま
た、偶然ではすまされない何かがみずからの身
体に作用しているという見方を、強固にしたと
思われる。

このように、幸之助の健康観（あるいは「病

気観」）というのは、とくにだれかから教わった
りしたものではなく、幸之助本人が自身の病気
や家族の死を考えざるを得ないところから形成
されているという点で、幸之助の世界観に強く
根づいているとみられる。幸之助の世界観はさ
まざまなヒト・モノから影響を受けている半面、
こと健康観については、他者からの思想的影響
に先行して、彼の世界観の（すべてではないに

せよ）基盤の一角を主体的に構成していると解
釈できるというのが、本稿で論じたい点である。

本稿ではまず、そのような解釈を試みる前に、
そもそも幸之助が自身の健康を強く意識した
主たる要因である結核と不眠症について、幸之
助の経験したことや、その周辺的な事実に焦点
を当てつつ、主に公刊された資料をもとに概要
を記述する。一般に、結核は身体的病、不眠症
は精神的病とみなされるが、戦前において幸之
助は両者を同時に経験していたことに注意され
たい。

2．結核――死の不安と克服

幸之助の自伝『私の行き方 考え方――わが
半生の記録』のＰＨＰ文庫版は、「文庫版発刊
にあたって」という見出しで、次の文章から始
まる。

私は、今年の十一月二十七日で満九十二

歳になる。生来、どちらかといえば蒲
ほ

柳
りゅう

の

質で、若い頃、肺
はい

尖
せん

カタルを患い、医者から、

とても五十歳まではもつまい、と言われて
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述べている。発言が矛盾しているようだが、ど
うやら「その時分」とは、1915（大正 4）年の結
婚の直後ではなく、1918（大正 7）年に大阪の猪

い

飼
かい

野
の

から大
おお

開
ひらき

町
ちょう

に引っ越して以降のことかと
思われる。『私の行き方 考え方』によると、

私は大正十一年事業がやや緒につき、

五十人の従業員を擁するようになり、はじ

めて二百坪の工場を建設した大開町一丁目

に移った（中略）。

いま記憶をたどると、当時私は肺炎をわ

ずらい病弱の身を養いつつ経営していたの

で、そのころ同町の木
こ

庭
ば

医師のもとに通っ

ていた。そうしてカルシウム注射を相当長

い期間続けていたのである。（8）

時期の前後関係で誤解を与えやすい記述だ
が、大開町に移ったのが 1918（大正 7）年、工
場竣工が 1922（大正 11）年である。「木庭医師」
とは、町医者の木庭永助を指す（9）。大阪電燈時
代の医者は注射をしなかったというのだから、
カルシウム注射は木庭のもとに通い始めてから
したのだろう。結核の治療薬がなかったころは、
カルシウム注射を打つことが一般的な対処法
だった。

ところで、幸之助自身は、肺尖カタル、つま
り初期の結核にかかってから 1 年強で症状が落
ち着いてきたと述べているにもかかわらず、な
ぜまたその数年後に大開町でカルシウム注射を
打つようになったのか、その経緯が不明である。
考えられるのは、結核の再発である。

……大正の十二、三年頃のことです。き

のう若い時に肺病になったという話をした

でしょう。それがまた、商売を始めてから六、

七年たって再発したのです。その時は、も

う三、四十人の従業員もいて、商売もうま

くいっていました。

だから、肺がまた悪くなっても、今度は

入院する金もある。大阪の近くの堺からす

ることが多いが、一方で、結核にでもかからな
ければ、むめのとの結婚も事業の独立もなく、
のちの成功はありえなかったという意味も含意
している。

以上が、『私の行き方 考え方』文庫版の冒頭
で「若い頃、肺尖カタルを患い」と幸之助が述
べた「若い頃」の生活と、その後の変化につい
てのあらましである。

治療について
初期の結核にかかった大正期の前半に、幸之

助がどの医者からどのような治療を受けていた
のか、その詳細については不明である。1958（昭

和 33）年のエッセー「私の闘病戦術」には、以
下のような記述がある。

薬といっても、その時分は注射なんてい

うものもあまりなかったころで、もちろんス

トマイなどというような特効薬もない。普

通の街医者のきまった薬しかのまないわけ

だ。（6）

この発言によると、近くの診療所に通い、注
射は打たず、与えられた薬を飲んでいたようで
ある。ところが、その約 20 年後の上坂冬子の
インタビューに対しては、結婚の話に続いて、
次のように語っている。

その時分に、体が熱うなるカルシウム注

射がありました。血管に入れると体がホカッ

としますわな。ああ、薬が効いたから、も

うだいじょうぶや、ちゅうようなもんですわ。

結婚して七年目に子どもができて、商売も

多少うまくいくようになって、やれやれとい

うとこで、結核の専門病院に通い始めた

んやけど、そのころやったなあ。淡
たん

輪
のわ

の駅

からおりたところで、三回ほど血ィ吐きまし

た。（7）

このインタビューでは、注射を打っていたと
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飲んで 4 時間程度だった（16）。

発症の時期と要因
いつから幸之助は不眠に悩まされるように

なったのか。「生まれつき」と何度か述べてい
る（17）ものの、具体的に問われると、「商売しだ
してまもなく（18）」「商売した当時から（19）」と回答
している。つまり、松下電器を創立した 1918

（大正 7）年、23 歳のとき以降が事実のようであ
る。ほかにも、「私は満二十三歳の年に商売を
始めたのですが、一日に三時間半ぐらいしか寝
ませんでした（20）」「私は満二十三歳の年に自分
で商売を始めたが、そのころでも一日三時間半
ぐらいしか眠らなかった（21）」と語っていること
から、その点が裏付けられる。

したがって、「生まれつき」というよりはむし
ろ、独立したことによる社会的立場や環境の激
変で、幸之助に精神的負荷が相当に重くかかっ
たことが不眠の主たる原因かと思われる。ある
いは、「生まれつき」をいうのであれば、幸之
助本人のいう「神経質」な性格（22）が、独立に
より、睡眠を妨げるほどに増幅したのであろう。
創業時からの幸之助を知る義弟の井植歳男によ
ると、幸之助は仕事のことを考えすぎで、不眠
症になったという。

わしは若いときの松下を秀才とも英才と

も思わなんだ。だが、仕事に対する熱意は

すごいもんだった。昔はめしを食うても仕

事のことばかり考えておるので、なにを食っ

たか、どんな味がしたのか知らんのですよ。

体は非常に弱く、よく病気をしたし、あまり

考えるので強度の不眠症にもなった。血圧

もべらぼうに高かった。（23）

井植の発言が事実とすれば、若き幸之助の頭
は仕事のことでいっぱいで、神経の高ぶりを夜
になっても抑えることができなかったようであ
る。戦前においてはそれでも、睡眠薬を服用す
ることはなかった。睡眠薬を飲み始めたのは、

ぐ南に下った淡輪というところがあります

が、当時、その淡輪の海岸沿いに肺病専門

の病院があったわけです。そこで、そこに

入院しようと思って、単身南海電車に乗っ

て、診察を受けにいった。（中略）

そうして、三カ月そこへ入院していたわけ

です。（10）

ひとつ前の『私の行き方 考え方』からの引
用によると、社員が 50 名ほどになっていた
1922（大正 11）年ころ、木庭医師にカルシウム
注射を打ってもらっていた。いまの引用ではし
かし、30 ～ 40 名ほどの社員のいた 1923（大正

12）年あるいは 1924（大正 13）年に、淡輪の肺
病（結核のこと）専門病院に 3 カ月入院したと
ある。なお、先の上坂冬子のインタビューでは、
入院したときは社員が 20 ～ 30 名だったと述べ
ており（11）、さらに社員数が少ない。

当時の従業員数については記憶違いがあるか
もしれないが、年号については幸之助の記憶に
従うと、結核が再発して入院する前に、カルシ
ウム注射を打っていたことになる。３年ほど続
けたそうだ（12）。したがって、大開町に移ってか
らしばらくして、注射を打ち始めたと考えられ
る。しかし、カルシウムは結核の特効薬ではな
いためか、結局は再発して入院したとのことで
ある。

淡輪の病院に入院後の幸之助の症状の変化
はよくわからない（13）。本人によると、結核によ
る病弱状態が続いたのは、1939（昭和 14）年か

（松下病院を建てた）1940（昭和 15）年ころまで
だったとのことである（14）。

3．不眠症――生涯の悩み

結核に加え、若いころから幸之助を悩ます問
題として、不眠症があった。結核は一応、戦前
に治ったことになっているが（15）、不眠の悩みは
生涯、幸之助に付きまとった。幸之助いわく、
戦前の睡眠時間は 3 時間半、戦後は睡眠薬を
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院長はいう。

「大変に病弱な身体なんですが、その病弱

が無病息災を生んでいるのでしょう……」

ただ、会長の持病？　に不眠症というの

がある。一時は睡眠薬を飲んだりしたが、

全然効果がない。

昼間、あんまり頭脳を酷使し過ぎるのと、

夜寝ながらメモと鉛筆を持って、ものを考

える癖がこうさせたのだそうだ。

はたして、社宅のベッドの枕元には、メ

モ用紙と五、六本の鉛筆があった。（中略）

その他に、エビオスの大壜一コ、太田胃

酸一缶、アトラキシン一箱、ローヤルゼリー

内服薬大箱一コ、蜂蜜一壜、栄太楼の梅干

一缶、ビタオール大箱一コ、体温計、爪

切り、手鏡……などが、キチンと並べて置

かれている。（28）

ここに列挙してある薬やサプリメントは当時
すべて、医師の処方箋なしに、薬局で購入でき
たものである。「エビオス」と「太田胃酸」は
現在でもよく知られる胃腸薬である。ローヤル
ゼリーは、1958（昭和 33）年に初めてフランス
から輸入されたのをきっかけに、当時は不老長
寿の薬と騒がれていた（29）。「ビタオール」につ
いては詳細不明だが、ビタミン補給の栄養ドリ
ンク、または錠剤ないしはカプセル状のサプリ
メントかと思われる。

注目すべきは、「アトラキシン一箱」である。「ア
トラキシン」は、向精神薬の一種であるトラン
キライザー、つまり精神安定剤である（30）。「睡
眠薬」とは全面的にうたっていないものの、神
経の高ぶっている人には、夜に飲むと、睡眠を
促す効果があるとしている。したがって、睡眠
薬の一種とみなしてもよい（31）。上の引用では

「一時は睡眠薬を飲んだりしたが、全然効果が
ない」という記述があり、それが幸之助本人か
松下病院の橋本徳治郎院長のどちらの発言によ
るのか判断がつきかねるが、「アトラキシン」が
枕元にあるということは、幸之助がそれを常用

戦後になってからのことである（24）。

睡眠薬の服用
幸之助は戦後に睡眠薬を飲み始めた理由につ

いて、「敗戦後の困難な状況に直面し、その困
難な状況をどのようにすれば切りぬけていくこ
とができるのかということで、四六時中頭をつ
かい、心も張りつめていた（25）」からだと述べて
いる。「困難な状況」とは、1946（昭和 21）年か
ら 1950（昭和 25）年にかけてＧＨＱにより公職
追放等の制限を受けたことを指しているようで
ある。

このころの睡眠薬は、睡眠作用にすぐれては
いたが耐性や依存性の強い「バルビツール酸
系」が主流だった。幸之助の当時の医師が、そ
のような睡眠薬を処方していたかどうかは、不
明である。あるいは、本人の発言とは異なり、
当時はまだ、睡眠薬を常用していなかった可能
性もある。というのも、幸之助が 1951（昭和

26）年に初めて渡米した際、相当量の飲酒によ
り不眠に対処しようとしていたと、同行者のひ
とりがのちに回顧しているからである（26）。睡眠
薬を携行していたならば、寝酒の必要もなかっ
たはずである（27）。時差があり、しかも慣れない
海外ということで、幸之助の不眠がひどくなる
ことが通常なら予想されたにもかかわらず、睡
眠薬をもって行かなかったということは、この
ころまだ、日常的には服用していなかったこと
を示唆している。

それでは、いつから睡眠薬を毎晩飲むように
なったのか。その手がかりとして、幸之助が
1961（昭和 36）年に会長に退いたばかりのころ、
幸之助の生活を日記風に追った『週刊文春』の
記事がある。そのうち、9 月 5 日の記録に注目
したい。

この日は朝八時半、松下病院（付属病院）

で、健康診断を受けた。毎週必ず実施され

る。（中略）

松下さんの身体を三十年間診ている橋本
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答しているからである。ちなみに、1976（昭和

51）年に幸之助の主治医となった横尾定
さだ

美
よし

は、
幸之助の睡眠薬が「ネルボン、ベンザリン、ハ
ルシオンなど（40）」であったことを明らかにして
いる。

4．世界観の奥にある身体的経験

本稿ではこれまで、幸之助の結核と不眠症に
ついて、主に公刊された文献からわかる範囲で、
その推定される要因や実際の治療をまとめてき
た。次に、そうした病を幸之助が主観的にどの
ように受け止め、自身の世界観構築に反映した
のかを検討する。

「健康の原理」
まずは、『ＰＨＰのことば』（ＰＨＰ研究所、1975

年）に収録された「健康の原理」（1950 年 11 月

発表）という、まさに「健康」をテーマにした
「原理」があるので、幸之助の健康観を理解す
るひとつの手がかりとして焦点を当ててみよ
う。以下が、「健康の原理」の全文である。

人はみな本来健康なものであります。病

気は、自然の理法にたがうところから起こっ

てまいります。

健康を保つ方法は人によって異なります。

人おのおのに与えられた資性に従って生活

の道を守れば、弱い人は弱い人なりに健康

を楽しむことができます。

お互いに自然の理法を知ることにつとめ、

自分の強さに応じた生活を営まなければな

りません。それによって健康が保たれ、繁

栄の道が開かれます。（41）

ここでは、「健康」と「自然の理法」とが対
応関係にある。したがって、「病気」は「自然
の理法」に則していない状態である。それでは、

「蒲柳の質」の幸之助の生活は、「自然の理法」
に反していたというのか。幸之助によると、そ

していた可能性が高い。
このことからひとつ推測できるのは、市販の

薬が数多く枕元にあるように、睡眠薬の入手に
ついても、医師の処方によるのではなく、幸之
助が独自に市販の薬を購入し、常用し始めたの
ではないか、ということである。

日本では、1948（昭和 23）年に、「平和の眠り」
という宣伝コピーで、塩野義製薬の「アドルム」
が人気を集め、睡眠薬の代名詞ともなった（32）。
しかし、その後、作家の坂口安吾が乱用で中毒
となり、東京の女子高生が多量の服用により相
次いで自殺するなど、「アドルム」は社会問題
化した（33）。幸之助が「アドルム」を服用してい
たかわからないが、このように比較的強い睡眠
薬でも、当時は薬局で購入できたのである。

また、1950 年代から大衆薬市場が急拡大し
た（34）が、副作用が社会問題化する 1960 年代
前半まで、医薬品の販売に関する規制は相変わ
らずゆるかった。トランキライザーのみならず
抗生物質なども市販していたのである（35）。とく
に 1950 年代後半は、「ノイローゼ」「ストレス」
といったことばが流行し（36）、精神面での健康に
対する関心が国民的に高まった。幸之助の服用
していた「アトラキシン」は、第一製薬がその
ような時代を背景に発売した、人気の高いトラ
ンキライザーだった。宣伝広告では「精神神経
安定剤」と称し、従来の「催眠・鎮静剤」とは
異なって、安全性の高いことを強調している（37）。
したがって、成人男性のみならず、受験生や主
婦、さらには「催眠・鎮静剤」の常用癖がある
人にまで、服用をすすめている。

しかし、そのトランキライザーも、1960 年代
半ばには、依存性や乱用が国内だけではなく国
際的にも問題となり、1970 年代前半に、市販
が全面規制されるにいたる（38）。そのころには、
幸之助は、市販ではなく、医師の処方した睡眠
薬を飲んでいたようである。というのも、
1970（昭和 45）年のインタビューで、服用して
いる睡眠薬名を問われた際、「それは分からん
のですけれどもね。お医者さん任せで（39）」と回
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なものであります。病気は、自然の理法にたが
うところから起こってまいります」と主張する
のであれば、化学物質の摂取はできるだけ控え
ると考えるのが一般である。
「人はみな本来健康」という見方は、幸之助の
戦前からの人間関係を考えるとおそらく、宗教
団体「生長の家」の関係者による影響である。
幸之助は 1939（昭和 14）年、結核が治ったか治
りかけたころ、社員への講話（「健康なりという

自信」）で、次のように述べている。

客
かく

年
ねん

来、とかく健康不十分で毎日出社で

きず、はなはだ遺憾であったが、近ごろは

体の調子もすこぶるよくなり、これからはひ

とつ大いにやろうと張り切っている次第で

ある。

従来自分の体は頑健なほうではなく、し

たがって意識的にも健康体なりとの自信も

もてず、人に向かって「どうもぼくは体が

弱いほうで」というようなことをもらしたも

のであるが、近ごろこれは大きな間違いで

あると気がついた。なるほど人の体質には

それぞれ強弱のあるのは事実であるが、ま

ず自分自身で弱いのだと決めてしまう必要

はない。昔から「健全なる精神は健康なる

体に宿る」といわれているが、その逆に、

健全なりという自信が健康体をつくる例も

すこぶる多いのである。（46）

戦時体制という時代背景のもと、肉体の健康
と精神の強さを強調するのはありふれていると
みることもできる（47）のだが、自分の肉体的健康
について弱音を吐くことについて「近ごろこれ
は大きな間違いであると気がついた」とし、「健
全なりという自信が健康体をつくる」と発言し
ていることに注目したい。これは、「近ごろ」（昭

和 10 年代初めに）病気治しで注目された「生長
の家」の、「肉体は心の影」（肉体が病気であると

いう認識は心の反映）という教えによく似ている。
このような「生長の家」的な見方を受け入れて

うではない。「健康」と「頑強」とは異なる概
念であり、後者については先天的強弱度がある
という（42）。この強弱度を自己認識し、それに応
じた生活を送ることで、「健康」が維持される
のである。それが「自然の理法」に従った健康
保持の方法である。「弱い人は弱い人なりに健
康を楽しむ」とは、そういうことである。

この「健康の原理」は明らかに、幸之助自身
の病、とくに結核の経験を反映している。幸之
助は戦前、病で床に臥しているときは無理をせ
ず、部下に仕事を任せた。松下電器の事業部
制も、その意味では任せることを制度化したシ
ステムだった。事業部制の成功は、「不健康ま
たけっこうなり」の象徴である。そして、「蒲柳
の質」らしく、ときに休みつつ会社経営をして
いるうちに、なぜか健康状態が改善し、結核が
治ったのである。

不眠症については、治ることはなかったが、
気にやむことをせず「素直に承認（43）」し、「こ
れはこれで私にふさわしい（44）」と考えるように
した。その一方で、特別な健康法ももたず、「自
分は体弱く生まれついているんだから、それを
無理に丈夫にするということを考えないほうが
いいじゃないか、ごく自然に、弱い体のままに
維持したらいいじゃないか（45）」というように、
過剰な健康への志向も否定している。

このように、「健康の原理」は、『ＰＨＰのこ
とば』に収録されているそのほかの原理や教え
と比べれば、幸之助の非常に個人的な経験を反
映している。つまり、それは、ＰＨＰ研究とい
う練られた知的活動の成果というよりもむしろ、
幸之助の素朴な思いが表明されていることに、
注意を払うべきである。

「物心一如の治療」というレトリック
幸之助の「健康の原理」は、その文面を忠実

に解釈すれば、以上のような見方ができる。し
かし、筆者には一点、幸之助の薬の摂取を、こ
の「原理」に照らして、どのように理解すべき
なのかという疑問が残る。「人はみな本来健康
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作用を同時に見なければならないのであっ

て、それを一つの力だけで癒そうとするこ

とは、決して完全な治療方法だとは言えな

いのであります。従って、私たちは、心の

安定も求めなければなりませんが、同時に

肉体の科学的な治療も受けなければなら

ない、すなわち物心一如の治療方法をとら

なければならないのであります。宇宙根源

の力は、心の働きを与えていますが、同時

に物をも与えているのであります。すなわ

ち、医薬もまた宇宙根源の力から与えられ

た天地の恵みなのであります。であります

から、医薬の力を借りることは、決して神

さまを冒
ぼう

瀆
とく

することにはならないのでありま

す。むしろ一方に片寄る方が、天地の恵み

を素直に受けていない姿だと言えるのであ

ります。（49）

幸之助は、戦前の社員に対する先の講話で述
べたように、心のあり方が肉体に作用すること
を認めている。しかし、それは半面の真理で
あって、肉体の健全化には同時に科学的な（つ

まり物質的な）治療も必要であることを主張して
いる。「物心一如の治療方法」である。そのう
えで、宇宙根源の力は心だけでなく物にも働き
を与えているとし、物である薬もまた「宇宙根
源の力から与えられた天地の恵み」であると述
べている。

ただ、薬を「天地の恵み」とみなすのはいさ
さか誇張表現ではないかと思うのは、筆者だけ
ではないだろう。また、薬の服用に消極的な宗
教に対し、「天地の恵みを素直に受けていない」
と批判するのも、幸之助にしてはややオーバー
な批判ではないかとも思われる。しかし、薬の
摂取が幸之助本人にとっては生死の問題にかか
わっていたということもまた、考慮に入れるべ
きである。結核による死の恐怖にも直面したこ
とのある幸之助にとって、心のもち方いかんで
身体の症状も変化するなどとのんきなことは
いっておられず、薬物の投与によってなんとか

いる（48）ということは、心がなかなか落ち着かな
くて不眠症に陥っていた幸之助が、心の状態の
身体に対する影響を直観的に理解していたこと
を示唆している。

しかし、幸之助は「生長の家」の教えをすべ
て受け入れたわけではない。「生長の家」によ
ると、人間の実相には物質（肉体）がなく、し
たがって肉体的病なるものはない。理論上はそ
れゆえ、物質である薬の摂取に意味はない（重

要なのは心のあり方である）。一方、幸之助の場
合、人間は本来健康であるという見方を共有し
ていても、「生長の家」のような極度に唯心論
的な考えをもっていない。

また、幸之助が「健康の原理」を発表したこ
ろ（1950 年前後）、呪術による霊の浄化とそれに
よる病気治しを強調した「世界救世教」が教勢
を伸ばし、メディアの注目も集めていた。この
教団も幸之助同様、自然の摂理のもとでの健康
の本来性を強調している。しかし、「世界救世
教」は農薬を一切用いない自然農法・自然食の
重要性を唱えているように、化学物質である薬
の摂取には消極的である。心身霊の調和した人
間の自然性を損なうからである。

ところが、幸之助の場合、人間は本来健康で
あると、「生長の家」や「世界救世教」などの
宗教と似通った主張をしていても、薬のことに
なると、見解は相違した。事実、こうした宗教
の教えを「迷信」だと切り捨てている。

……近ごろこれらの宗教では信仰の力で

病気を癒
なお

すということを盛んに言っておりま

す。医者も薬も要らない、ただ何々の神さ

まを信仰すればよい、心の働きで肉体の病

気は癒るというのであります。（中略）

しかしながら、ここまでくればもう明らか

に迷信だと思います。たしかに心の働きと

いうものは、肉体に大きな作用をします。

そのことは間違いないのでありますが、一

面、物もまた肉体に大きな作用をするので

あります。心の力と物の力と、この二つの



71川上 恒雄 ▪ 松下幸之助の健康観

支え」があったという意味で、幸之助本人に
とっては「物心一如の治療」だったのではない
か。つまり、注射による「心の支え」があるか
らこそ、肉体にマイナスの影響を与えることも
ないのだと、自己認識していたのではないか。
みずからの世界観において「物心一如」を強調
したのも、そのひとつの背景として、このよう
な必死の治療の経験があったと考えられるので
ある。

また、幸之助が会長に退いた 1961（昭和 36）

年、枕元に数多くあった市販薬も、同様に解釈
できる。胃腸薬程度ならありふれているが、先
述したように、のちに販売禁止になった精神安
定剤の「アトラキシン」や、当時は不老長寿を
もたらすといわれたローヤルゼリーの内服薬ま
でそろえていた。医者に診てもらうのに不便な
生活を送っていたのなら市販薬をそろえること
をまだ理解できるが、まったくその逆で、幸之
助にとって病院は、そこで生活できる専用の部
屋をもつほど、身近な存在だった。それでも市
販薬を入手していたのである（52）。

薬を入手するのに、医師に相談して処方箋を
書いてもらうという方法に抵抗感を覚えていた
という可能性は、ゼロではない。たとえば、の
ちに幸之助の主治医となった横尾定美は当初、
副作用を考え、幸之助に睡眠薬を出すことに消
極的だった。そうしたところ、幸之助は怒り出
し、「自分は今日まで二十年以上睡眠薬を飲ん
できている。薬が効かなくならないよう、何種
類かを交代で飲むよう処方をしてくれ（53）」と横
尾に指示したという。かつての「アトラキシン」
のように処方箋不要で入手可能なら、幸之助に
とってこのような不都合な事態に直面する心配
もなかったのである。

生への執念と「生命力」
幸之助は 1970（昭和 45）年のインタビューで、

「私は三十五か四十まで生きられればよっぽど
いい、と思ったんですよ、最初はね。それが
四十歳になっても死なないし、五十歳になって

生きてこられたという思いがあるのだろう。
結核にかかっていたころ、薬は幸之助にとっ

てまさに生の実感を与えるものだった。とりわ
け「カルシウム注射」の経験がそれを伝えてい
る。たとえば、先に引用した上坂冬子のインタ
ビューでは、カルシウムを「血管に入れると体
がホカッとしますわな。ああ、薬が効いたから、
もうだいじょうぶや、ちゅうようなもんですわ」
と発言している。また、1976（昭和 51）年の女
優の森光子との対談では、「カルシウム注射」
について次のように語っている。

あれをやってもらうとね、いかにも効くよ

うに思うたんですよ。手の血が熱うなりま

しょう。効いてるんやなと。お医者もね、こ

れが今のとこではこれが一番ええんやと。

何でええんですかと、先生に尋ねたらね、

だんだんカルシウムがね、患部を取り巻い

て固まってしまうんやと、そういう説明をし

てたんです。そしてやってもらうとね、身体

中熱うなるんですよ、カルシウムは。はあ、

効くんやなと思うて、そういうことが一つの

心の支えでんな。だからね、その時分はね、

そうでんな、カルシウムを、まあ、おそらく

二、三年続いたですもんな。千本近うやっ

てるもんな、商売してから。（50）

カルシウムを注射して身体の熱さを感じるそ
のときが、幸之助の「心の支え」だった。そし
て、医学的にも効果があると信じたのである。
その証拠に、この発言に誇張や間違いがなけれ
ば、3 年間で 1,000 本近くも「カルシウム注射」
を打っている。つまり、ほぼ毎日、カルシウム
を身体に注入していたことになる（51）。

液体化したカルシウムは厳密には「薬」でな
かったのかもしれないが、化学物質であること
には相違ない。1,000 本も「カルシウム注射」を
打っていたことが事実であれば、「物心一如の
治療」どころか「物質偏重の治療」とみること
もできる。しかし、その注射によって「心の
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範には、鈴木貞美の主張する「大正生命主義」
という思想潮流ないしは時代精神（55）の産物だと
も解釈できる。それはしかし厳密にいうと、「影
響」というよりは、幸之助の病という（思想など

媒介しない直接の）身体的経験に、概念的な枠
組みを与えたのが、こうした宗教や思想潮流だ
とみなすことができよう。

いかに「生命力」という概念が幸之助にとっ
て重要だったのかは、たとえば『ＰＨＰ』誌に
連載の「ＰＨＰの原理」において、1950（昭和

25）年の 1 月号から 5 月号まで連続して「生命
力」をテーマとしていることから明らかである

（順に、「生命力」「人間の生命力」「生命力の発展」

「生命力の培養」「生命力の永遠性」）。そして、幸
之助自身、ぜひこの連載を読んでほしいと人々
に語りかけている。

……今月号の雑誌に載ってございますＰ

ＨＰの原理の中に、生命力の説明が致して

ございます。（中略）それはどこから与えら

れているかというと、ＰＨＰでは、（中略）

宇宙根源の力からわれわれは生命を与えら

れている、生命力を与えられている。その

生命力の説明を実は致しているのでありま

す。ＰＨＰ運動の一番大きな基本をなすも

のはそれでございます。生命力とはいかな

るものであるかということが一番根本であ

ります。（56）

……人間の本質をよく認識いたしましょ

う、そうして得た認識にもとづいて、そうし

て繁栄の道はどこにあるか、幸福を実現す

るにはどうすればよいかということを考えよ

うではないかということを申し上げておった

のであります。（中略）その本質のまず第一

はなにかということは、生命力でございま

す。今月の雑誌をご覧下さいましたならば、

ＰＨＰ原理に、生命力の点につきまして載っ

てございます。（中略）その人間の本質の第

一に考えなければならぬことは、いわゆる

も死なないし、ついに七十五歳まで生きたです
からね（54）」と語っている。長生きの結果として、

「不健康またけっこうなり」「運命に素直に従う」
という趣旨の発言を幸之助はときにするが、こ
れらは回顧的な語りであることに注意すべきで
ある。つまり、あとから振り返れば、不健康を
素直に受け入れて無理をしなかったことが成功
の人生につながったという物語を、幸之助の場
合はつくれるのである。しかし、病に苦しんで
いたそのとき、本当に幸之助がそのように思っ
ていたかどうかは別問題である。薬の過剰摂取
をしないよう、自身にいい聞かせていたことば
かもしれない。現実の生活とメディアでの発言
とが矛盾する例など、幸之助にかぎらず、よく
みられることである。

結核に対する「カルシウム注射」1,000 本と
いい、市販の精神安定剤「アトラキシン」服用
といい、老いを感じ始める年齢での「不老長寿」
のローヤルゼリー入手といい、筆者は幸之助の
強烈な生への欲求を感じるのである。「物心一
如の治療」というフレーズを掲げて、「新興宗
教」相手に、真剣になって薬の摂取を正当化し
ようとすることからも、そう思うのである。薬
やサプリメントをよく飲むのも、戦前において、
両親と 7 人の兄姉すべて、そして自分の息子ま
で失い、自身も結核にかかるという過酷な現実
に直面したからこそ、たえず死というものが頭
から離れなかったからではないか。

幸之助は、1950 年代前半まで『ＰＨＰ』誌に
掲載していた「ＰＨＰのことば」や「ＰＨＰの
原理」において、自身の世界観を展開する際、

「生命力」という語を繰り返し用いている。「生
きている」という多くの人にとってありふれた
事実が、幸之助にとっては特別なものだったか
らであろう。「生きている」というよりも、何か
に「生かされている」感覚といったほうが正し
い表現かもしれない。
「生命力」という概念は無論、直接には「生長
の家」の影響であろうし、間接的には、身近に
いた加藤大

たい

観
かん

の真言宗の影響でもあり、より広
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日（「馬は馬、松は松」）から翌 1962（昭和 37）年
5 月 12 日（「生命力と宇宙の法則の関係」）まで、
幸之助の口から「生命力」という言葉が頻繁に
発せられているが、なぜかその後はあまり言及
されなくなる。

幸之助哲学のひとつの完成形である『人間を
考える』（1972 年発表の「新しい人間観の提唱」

と 1975 年発表の「真の人間道を求めて」から成

る（59））にいたっては、「生命力」という概念はほ
とんど用いられていない。代わって、「天命」
や「使命」ということばが多用されている。先
に幸之助のいう「生命力」には、「使命の力（生

き方を与える力）」という意味も含意しているこ
とを述べたが、この意味がとくに強調されて

「天命」「使命」に代わったのだと思われる。人
間が万物の王者であることを主張するには、た
んに生きるという意味だけでの「生命力」を用
いると、他の生物との区別がつかないことが、
ひとつの理由だろう。実際、『ＰＨＰのことば』
所収の「人間宣言」（1951 年発表）でもすでに、

「生命力」ではなく「天命」を用いている（しか

し、まだこのころは、その解説に「生命力」の言葉

がみられた（60））。
幸之助の「新しい人間観の提唱」や「真の人

間道を求めて」は、それ以前の「ＰＨＰのことば」
や「ＰＨＰの原理」を発展させて、人間の本質
の解明に迫ったものだとみなすことができる。
しかし、その「発展」の過程において、「研究」
という知的活動が多く介在していることから、
思想としての洗練度は高まったものの、幸之助
の個人的信念が噴き出た一種の生々しさが後
退したように思われる。「生命力」という概念は、
思想的な洗練を妨げていたのかもしれないが、
幸之助が身をもって経験した病の苦悩が背景に
あるからこそ、どっしりとした重みがあったの
である。

5．おわりに

これまでの幸之助研究に本稿が新たに付け

われわれが、宇宙根源の力から人間として

の生命力が与えられているということでご

ざいます。これは人間の本質の基礎をなす

ものであります。（57）

このように、「生命力」は、幸之助にとって、
人間を理解するための根本概念のひとつであ
る。以下、「ＰＨＰの原理」における「生命力」
概念の基本的な点だけあげてみる。

①宇宙の万物は、人間を含めすべて、宇宙根
源の力によって生命力が与えられている。

②生命力の働きには、物的作用と心的作用の
ふたつの面がある。

③これらふたつの生命力の働きは、与えられ
方が個々のヒト・モノによって異なる。

④生命力は、生きる力に加え、使命の力（生

き方を与える力）を帯びている。

最後の④の「使命」という観念の導入により、
ＰＨＰ（平和、幸福、繁栄）の実現という実践面
に結びつく道筋を理論的に示しており、議論は
そこから多方面に発展している。一方、議論の
出発点である①～③は、幸之助の個人的経験と
直接に関係している。①は、働きつつも結核の
症状が悪化しないことに、自分の意志とは別の
力が働いていると感じた点。②は、精神のあり
方と科学的治療の双方とも大事だとみなした
点。③は、家族の多くが亡くなっても、自分は
生きているという点。これらの個人的経験は、
のちにＰＨＰ研究を開始してからの言語による
世界観構築に紛れもなくつながっている。

ただ、「生命力」という概念は、1960 年代半
ば以降になると、幸之助の著作や発言のなかに
ほとんどみかけなくなる。1950 年代前半までの

「ＰＨＰのことば」や「ＰＨＰの原理」において
中核的概念だったのとは対照的である。幸之助
が 1961（昭和 36）年に会長に退き、ＰＨＰ研究
を再開した当初は、「生命力」はまだ中核的だっ
た。研究会の記録（58）を調べると、同年 9 月 19
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加えるとすれば、次の諸点である。第 1 に、幸
之助が「蒲柳の質」であるにもかかわらず長寿
であったことで、幸之助の健康維持の方法や心
構えなどが従来は注目されていたが、本稿では
幸之助の世界観とのかかわりに視点を広げた。
第 2 に、「不健康またけっこうなり」に象徴され
る幸之助の不健康効用論は回顧的であることを
考慮する必要があり、実際には薬の積極的な摂
取から、死の不安、あるいは生きることへの執
念が非常に強くあった可能性のあることを指摘
した。第 3 に、この可能性を前提として、病と
いう個人的な身体的経験、そして家族の死とい
う現実から、幸之助にとって極めて重い「生命
力」という概念をテコにして、宇宙根源の力を
根本にすえた世界観の構築に主体的に向かっ
たことである。

この第 3 の点はとりわけ重要である。学校教
育を十分に受けていない幸之助の思想は、その
豊富な人生経験をもとにみずから考えて築き上
げたものだという見方があるが、そのような主
体的思想形成の一端を具体的に示したことであ
る。幸之助の経験といえば、少年時からの商売
人としてのそれを指すケースが多いと思われ
る。筆者は、それに加えるべき視点として、身
体という幸之助が生まれながらにして所有して
いるものの不調（つまり病）という、直接の経験
に着目した。結核という身体の病を通じて人間
の生死を考え、不眠という精神の病（そして、

精神のあり方による結核へのプラスの効果も）を通
じて、心身の相関性（物心一如）や生命力を与
える大なる力を、自分の身体とインスピレーショ
ンで感じ取ったのである。

ただ、そうした若き日の生々しい身体の経験
の記憶は、年齢を重ねるにつれ薄れ、みずから
の世界観の合理化や体系化を妨げる要素にも
なるのだろうか。後年の代表作『人間を考える』
には、「生命力」ということばが用いられていな
いこともあり、われわれは宇宙根源の力に「生
かさている」という、素朴な生の喜びの発露が
あまり読み取れない。幸之助という人物の思想

家としての個性は、ＰＨＰ研究の初期に戻った
ほうがよくみえてくるという面も、あるのではな
かろうか。
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